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資 本 と 地 域
農家生産請負 責任制の導入 以外 に､果物産業の生
産促進が主に農産物流通市 場の改革 を通じて完遂









特徴である｡この間 ､穀物 ､油料作物 ､果物 ､野菜な




(b)農 産 物 直 接統 制 制度 の緩 和 段 階 (1979年～
1984年)
この間に､主要農産物の統 一買付価格の引き上げ､



















(C)直 接統 制を温 存 しながらの市場 流通拡 大 段階
(1985年～1991年)
この間の流通 制度の改革によって､穀物 ､綿花 ､池
料作物の統制管理の緩和と､果物を含むその他の農
産物の流通が 自由化 された｡即ち､穀物 ･綿花などに
適用してきた統 一買付 ､統一販売制度の廃止と定量
買付への移行 ､野菜 ･果物 に適用してきた割 当買付
制度の廃止による流通の自由化 ､産地と消費地にお
ける卸売市場の設立 ･整備の推進などが実施されたO
これによって､穀物 などの定量 買付部分 には直接統
制が維持されたが､それ以外の部分は市場流通する














































































































































































項 目 1978年 1985年 1990年 1995年 1998年 2000年 2001年
都市部-人当たり可処分所得(元) 243 739 1,510 4,283 5,425 6,280 6,859
都市部のエンゲル係数(%) 57 53 54 49 44 39 37

























































































































































項 目 1981年 1986年 1990年 1995年 2000年 2001年 2002年 2003年
生産高 401.1 906.8 一,425.5 2,544.8 1,437.1 一,416.1 1,292.1 1,676.6
コスト総額 130.7 224.0 481.5 979.5 891.2 843.5 727.1 897.3
生産資材投入観 62.2 135.7 308.i 463.6 452.2 447,3 345.3 470.6
税引き後利益 264.8 663.5 850.6 i,460.1 371.2 418.5 476.4 684.5
純利益率(%) 202.6 296.2 176.7 134.6 34.8 42.2 58.4 69.1
出所:劉英傑『中国リンゴ産業の経済研究』中国農業大学､2005年､25ページより作成｡
表-4リンゴと他の農産物の税引き後収益の比較 単位:元/也 (1ム戎67m2)
項 目 1990年 1995年 2000年 2001年 2002年 2003年
リンゴ 850.6 1,460.1 37112 418.5 476.4 684.4
綿花 290,0 457.6 282.1 1127 287.6 543.4
大豆 50.2 154.7 86.3 67.1 122.1 168.3
























































濃 縮 リンゴ果汁産 業が大きな成長を遂 げた｡特に


































































ゴ生産が相 対 的 に過 剰なため､安価 な生鮮 リンゴ原
料が濃縮 リンゴ果汁の加 工生産と輸出に好条件を作
り出している｡しかし､1990年代の後半から富士リンゴ
への改植 を進 めた結果 ､リンゴの収穫期が過度 に集
中して生産過剰を引き起こしただけではなく､酸 度が
高く加 工に適した在来 品種の生産量が急減 し､濃縮









また濃 縮 リンゴ果汁 の生産過程で､リンゴの洗浄 ､
















リング調査では､詳細 内容 は企 業秘密とされるため､
これ以上明らかにすることはできなかった｡
第 3車 リンゴ産業の育成策 と市場拡大




地方政府から省政府 ､中央 政府 までの強力な推進に
も大きく関係している｡特 に､主要 リンゴ産地 ではリン
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義一7国内主要リンゴ産地の推移 単位:万トン､%
全国生産量 第1位 第2位 第3位 第4位
省名 シェア 省名 シェア 省名 シェア 省名 シェア
1980年 236.3 山東省 38.9 遼寧省 25,8 河北省 7.5 河南省 6.5
1985年 361.4 山東省 40.2 遼寧省 15.2 河北省 12一9 河南省 7.7
1990年 431.9 山東省 33.1 遼寧省 17.6 河北省 10.8 河南省 8.3
1995年 l,400,8 山東省 35.9 陳西省 16.7 河南省 ll.1 遼寧省 9.1












































































































































































































































ロシア フィリピン ベトナム インドネシア タイ マレ-シア その他の国 合計
数量(トン) 100,212 67,641 63,498 51,546 49,183 42,372 247,275 609,052
構成比(%) 14.6 ll.1 10.4 8A 8.0 6.9 40.6 100.0
金紋(千ドル) 29,095 23,482 15,838 25,460 17,977 18,lO8 79,813 209,773
出所:『中国海関統計2003年版』より作成｡
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中国 アメリカ アルゼンチン ポーランド
1998年 15% 24% 14% 14%
出所:『果汁協会報』2004年8月号､49ページより作成｡
義一10中国及び世界の濃縮リンゴ果汁の輸出推移
年度 世界の輸出量 中国の輸出量 世界に占める 世界の輸出金 中国の輸出金 輸出単価
(万トン) (万トン) 割合(%) 致(億ドル) 紋(億ドル) (ドル/牛ン)
1995年 44.4 1.8 4,i 6.6 0.26 1,444
1996年 46.1 2.1 4,6 7.7 0.3l 1,476
1997年 53.9 3.3 6.1 6.7 0.36 1,091
1998年 51.6 8.1 15.7 5.2 0.57 704
1999年 58.4 9,9 17.0 5.9 0.76 768
2000年 62.7 14.2 22.6 6.9 1,12 789
2001年 73.2 22.8 31.1 5.9 1.48 649
































































































































































額は 9,641億元に達し､同年の GDPの 9.1%と農業
総生産高の58.7%を占め､国民経済の中で重要な地
位と役割を占めるようになっている580
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表-11国内主要濃縮リンゴ果汁メー カーと果汁飲料メ-カー
企業名 本社所在地 工場所在地 設立 資本金 経営形態 概況
国投申魯有限公司 山東省 山東省西陳 1991年 1.65億元 政府系投資会社 中国で初めてかつ最大の生産規模を持つ果汁生産メー カーで､世界20.カ国に製品を輸出している○輸出量は中国全体の20%で､世界市場で10%のシェア 有し､三菱商事､コカコ-ラ､ネスレと提携しているOま
主導の株式会社 た 同社は2004年6月に同業の姶めての国内株式市場での上場を果したo
山東啓蒙果汁有限公司 山東革 山東省 1992年 0.95億元 国投申魯有限公 国内初めての外国資本参入の濃縮果汁メー カーであるO全ての商品
司と三菱商事との合弁企業 が輸出用で､輸出量のかなりの割合は日本が占める○
煙台北方安徳利果汁 山東省 山東省陳西 .).工蘇 1996年 1.5億元 民営の株式会社 国内第二位の果汁生産メー カ-で､40万ムの自社栽培農場を持ち､年間13万トンの濃縮加果汁を生産しているo製品の90%以上が輸出されている02003年4月に香港株式市場で上場を果たした02004年10月有限公司 三井物産が発行済み株10%を取得o
源通果汁有限公 許 山東省 山東省 1996年 0.3億元 民営有限公司 大事濃縮果汁生産メー カーで､年間5万トンの濃縮果汁を生産しているOコカコーラ､ペプシ､ネスレと長期取引があり､三井物産と戦略遼寧 パートナーの関係であるOまた自社栽培農場と研究所も持って､積極
北京市 的に産学連携を進めているo
青島南南食品有限公 山東省 山東省 1995年 0.5億元 韓国企業と双日株式会社の合弁企業 韓国大事独立系総合企業青島南南有限公司の食品部門として1995年に設立され､濃縮リンゴ果汁の生産と輸出を芋がける02005年11月に70%の持ち株を双日株式会社に譲渡し､事実上経営権を取得○双司 日は更に1億2000万円の追加投資を行い 生産拡大を計画 いるo
陳西海昇果菜有限公司 険西省 恢西省山東遼寧 1996年 0.86億元 台湾系合弁企業 西部最大､国内三番事の果汁生産メー カーで､年間10万トンの果汁杏生産しているoコカコ-ラ､ペプシ､ネスレが長期取引企業である.
陳西恒興果汁飲料有 陳西省 恢西省 1997年 0.48億元 民営有限公司 西部2位の大手果汁生産メー カー0年間5万トンの濃縮果汁を生産しているoまた同社は10万ムの自社栽培農場を持っており､濃縮果汁専
限公司 用のリンゴ品種の開発にも成功している○
伊天果汁 恢西省 陳西省 2002年 0.4億元 日系伊藤忠株式 年間2万トンの濃縮リンゴ果汁を生産しているo商品は全て海外に輸山東省 会社独資 出されているO
北京湛源果汁有限公 北京市 全国各 1992年 1,6億元 民営有限公司 国内最大の果汁飲料メー カーで､460種類の商品を生産しているo全各地で15の自社所有栽培農場と3以上 契約農場を所有o濃縮地で20 果汁は20致国に輸出している02005年3月台湾系の食品大手統一グ
司 の工場を所有 ループが2.5億元を投入し､5%の株を取得したo
煙台山村異国食品有 山東省 山東省 1998年 1億元 民営有限公司 国内二位の果汁飲料総合メー カーで､100種類以上の商品を生産している0年生産能力が30万トンで､海外へ濃縮果汁も輸出しているo蕊
限公司 た地元の山東省では自社栽培農場も所有o
三門峡湖潰果汁飲料有限公司 河南省 河南省 1997年 0,2億元 民営有限公司 国内果汁飲料の大手メー カ-､年間10万トンの果汁を生産しているo恢西省 地元河南省で10万本のリンゴ果樹が栽培できる農場を賃借して､現の大学と共同開発も進めているo
か 20年 余 りの間 に､大 手 企 業 による買 収 と合 併 が積
極 的 にす す められ ､国 内 の濃 縮 リンゴ果 汁 生 産 の集
中度 が一 段 と高 まった｡上 位 10社 の生 産 量が ､全 国
の生 産 量 の約 70%を占め､輸 出では全 国の 90%以 上
を占めている60｡また中央 政 府 で登 録 している 48社 の
濃 縮 果 汁 生産 企 業 のうち 20社 が 山東 省 ､18社 が駅
西 省 に分 布 している｡しかも海 外 の濃 縮 リンゴ果 汁 の
需 要 増 により､追 加 投 資 を行 い ､生産 の拡 大 を加 速 し
ている｡｢国 技 中 魯 ｣が 山 西 省 で 1.93億 元 の追 加 投
資 ､｢駅 西 海 昇 果 業 ｣が 山 西 省 塩 城 市で 2億 元 の新
規 投 資 ､｢青 島 南 南 ｣が 山東 省 で 2,000万 元 の追 加
18
投 資 を行 うと､2005年 9月及び 10月 にそれぞれ発 表
した｡一 方 ､生 産 規 模 を拡 大 す る同 時 に ､生 産 拠 点
の分 散 もうかがえる｡特 に ､山 東 省 の企 業 による駅 西
省 や 山 西 省 など内 陸 部 へ の投 資 が 目立 つ ｡これは主
に西部 大 開発 プロジェクトに伴 う優 遇 政策 の享 受 ､人
件 費 の安 さによるコスト削 減 と原 料 確 保 によるリスク分
散 といった要 因が考 えられる｡
第 二 に､濃 縮 リンゴ果 汁 生 産 の主 導 権 を握 るのは
意 思 伝 達 が 早 く生 産 の効 率 化 を最 大 限 に 図 る民 営
企 業 であるCこれ は 国 内 濃 縮 リンゴ果 汁 生 産 が大 きく































































































社の 100%子会社である｡また三井物産は 2004年 10
月に濃縮リンゴ果汁二番手の｢北方安徳利｣の発行
済み椀の 10%を取得し､双 日株式会社は 2005年に
19




























































































































































































2 菅沼圭輔 『中国農業 白書 激動の 79-95』農山漁
村文化協会､1996年､292ペ-ジ.
3 林東昇 ｢農業部啓動革果出 口促進計画｣『果農之友』､
2005年 1月号､4ページ｡
4 『中国 (山東省)の リンゴ果汁』(輸入調査シリーズ
21






年 6月､92ページによれば､ ｢農業 の産業化｣ とは､
一体化 という経営方式を通 して､農産物 の生産､加工､
物流の有機的な結合 と相互促進のメカニズムを作 り出
し､農家 と市場の有効な連結を実現 し､農業が商品化､
専業化､近代化へ転換す るように促 し､農業利益 に最
大化 を実現す るということである｡










jZ 院蔚 『wTOと中国農業』筑波書房､2003年 10月｡
13 山本裕美 『改革開放期 中国の農業政策』京都大学
学術 出版会､1999年､310-311ペー ジ0
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39 同上 ｡














49 ｢北半球 における 2003/2004年度産 リンゴの需給｣
『果汁協会報』､2004年 2月号､66ペー ジよ り算 出｡
50 張興旺 ｢我国琴果産業的現状与課題｣『柑橘和亜熱
帯果樹信息』､2005年第 6期､1-2ペー ジ0
51 『アグロ トレー ドハ ン ドブック 2004年』日本貿易
振興会､551ページよ り算出0
52 張興旺､前掲書､4ページ｡












当社は 1997年 に設立 され､総資産額が 3.5億元で あり､







ンタピュ- した内容 に基づ く｡当社の原料は 20%が 自
社栽培､70%が現地農家､10%は他の省か ら調達 して
いる｡
62 李挙兵 ｢濃縮果汁 :国投中魯濃縮了什玄 ?｣『科技
日報』､2004年 7月 3日第三版 ｡
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